
総
務
委
員
長
報
告（
概
要
）

•
承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
７
件
を
原
案
可
決
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〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
飲
食
店
等
の
営
業
時

間
短
縮
の
協
力
状
況
を
確
認
す

る
た
め
の
委
託
料
の
１
５
２
万

５
千
円
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

　
　
　

代
行
業
６
社
で
つ
く

る
南
島
原
市
運
転
代
行
業
協

議
会
に
委
託
を
し
て
い
る
。

　
　
　
戸
数
で
委
託
な
の

か
、
１
台
当
た
り
幾
ら
の
委

託
な
の
か
。

　
　
　

運
転
手
２
名
、車
代
、

ガ
ソ
リ
ン
代
を
含
め
、
１
社

１
日
１
万
円
に
な
る
。

　
　
　
南
島
原
市
内
の
認
証

店
は
、
何
店
舗
あ
る
の
か
。

　
　
　

認
証
店
舗
数
は
、
25

店
舗
で
あ
る
。

　
　
　
協
力
金
は
、
認
証
店

と
認
証
が
な
い
店
で
は
差
が

あ
る
の
か
。

　
　
　

協
力
金
に
差
は
な
い
。

　
　
　
認
証
店
と
認
証
店
で
は

な
い
店
の
基
準
が
分
か
ら
な
い
。

　
　
　

感
染
防
止
対
策
を
行

い
、
県
の
審
査
を
受
け
た
店
が

認
証
店
で
、
受
け
て
い
な
い
の

が
認
証
店
で
は
な
い
店
と
な
る
。

　
　
　
今
年
の
６
月
の
期
末

手
当
は
、
１
６
７
・
５
を
１

６
２
・
５
に
減
じ
た
分
と
12

月
に
減
額
予
定
だ
っ
た
分
を
合

わ
せ
て
減
額
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

職
員
も
一
緒
で
あ
る
。

　
　
　
市
長
と
副
市
長
の
金

額
は
。

　
　
　

市
長
が
10
万
49
円
、

副
市
長
が
７
万
７
，
９
６
９

円
、
教
育
長
４
万
２
，
０
２

０
円
、
議
員
４
万
20
円
、
職

員
が
平
均
し
て
、
５
万
５
，

６
５
８
円
の
減
額
と
な
る
。

　
　
　
育
児
休
業
さ
れ
る
人

は
、
何
人
か
。

　
　
　

正
規
職
員
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
改
正
が
非
常
勤
職
員
と
い

う
こ
と
で
、
過
去
２
名
い
る
。

ま
た
、
今
度
４
月
１
日
か
ら
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
の

会
計
年
度
任
用
職
員
で
数
名

該
当
さ
れ
る
の
で
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
に
寄
与
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
期
間
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
、
ま
た
職
員
も
非
常

勤
職
員
も
一
緒
な
の
か
。

　
　
　

職
員
は
、「
子
が
３
歳

に
達
す
る
ま
で
」
で
、
非
常
勤

職
員
は
、１
歳
６
か
月
で
あ
る
。

　
　
　
南
島
原
市
の
消
防
団

の
定
数
は
何
人
な
の
か
、
ま
た

各
町
の
定
員
が
何
人
な
の
か
。

　
　
　

消
防
団
員
の
定
数
は
、

１
，
３
２
３
名
で
、
令
和
３

年
４
月
１
日
現
在
１
，
２
５

３
名
で
、
定
数
に
対
し
70
名

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
消
防
団
員
の
報
酬
、

出
動
報
酬
、
退
職
金
の
支
払

い
方
法
は
。

　
　
　

年
額
報
酬
は
、
12
月

末
に
分
団
単
位
で
支
給
し
、
各

団
員
に
渡
し
て
も
ら
う
形
を

と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
動
報

酬
は
、
４
か
月
ご
と
の
実
績
に

基
づ
き
、
年
３
回
支
払
い
を
し

て
い
る
。
退
職
金
は
、
辞
め
ら

れ
た
時
の
在
職
年
数
・
階
級
に

よ
っ
て
、
金
額
が
変
わ
る
が
、

個
人
に
支
払
っ
て
い
る
。
今
回

の
改
正
で
、
報
酬
を
増
額
す
る

の
で
、
な
る
べ
く
団
員
に
報
酬

が
い
く
よ
う
に
、
市
か
ら
も
伝

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
辺
地
の
箇
所
数
は
。

　
　
　

西
有
家
は
茸
山
、
丸

尾
、
休
場
、
観
音
寺
、
大
払
、

北
有
馬
は
、
内
中
尾
、
後
谷
、

矢
次
、八
石
、八
反
間
、灰
木
、

上
折
木
で
あ
る
。

　
　
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
申
請
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

当
初
予
算
で
は
、
20

組
を
予
定
し
て
い
た
が
、
今

年
度
２
月
末
で
９
組
申
請
が

あ
り
、
２
９
２
万
８
千
円
支

出
し
て
い
る
。

　
　
　
原
の
館
指
定
管
理
運

営
委
託
料
１
千
万
円
を
支
給

す
る
理
由
は
。

　
　
　

真
砂
の
令
和
２
年
度
、

前
年
度
の
単
年
度
収
支
が
マ
イ

ナ
ス
１
，
１
０
０
万
円
程
度
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
千
万
円
と
い

う
こ
と
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
１
，
１
０
０
万
円
赤

字
だ
っ
た
か
ら
、
１
千
万
円

委
託
料
を
支
出
と
い
う
の

は
、
あ
ま
り
に
も
甘
い
と
思

う
が
。

　
　
　

令
和
２
年
度
で
１
，

１
０
０
万
円
赤
字
、
令
和
３
年

度
は
、
現
時
点
で
１
，
５
０
０

万
円
程
度
の
赤
字
で
、
実
際
に

は
３
千
万
円
の
借
入
れ
融
資
を

受
け
て
お
り
、
３
千
万
円
の
う

ち
２
千
万
円
は
、
そ
の
補
填
に

回
り
、
残
り
１
千
万
円
は
、
借

入
れ
の
償
還
に
使
う
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
、
今
回
１
千
万
円

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
真
砂
は
、
ま
ん
延
防

止
で
３
月
６
日
ま
で
休
館
だ
っ

た
が
、
休
み
の
間
に
工
事
す
る

の
が
当
た
り
前
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

真
砂
は
、
地
域
の
交

流
の
場
で
、温
泉
施
設
を
含
め
、

利
用
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
開
け
る
こ
と
に
し
た

が
、
開
け
れ
ば
開
け
る
ほ
ど
赤

字
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
止

む
無
く
経
営
判
断
と
し
て
、
３

月
15
日
ま
で
は
閉
め
て
、
施
設

回
り
を
き
れ
い
に
し
、
再
開
準

備
期
間
と
し
て
、
休
館
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

【
承
認
第
２
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
15
号
））

【
議
案
第
５
号
】南
島
原
市
消

防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
３
号
】
南
島
原
市

長
及
び
副
市
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
17
号
】前
谷
辺
地
に

係
る
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

【
議
案
第
19
号
】令
和
３

年
度
南
島
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
16
号
）

【
議
案
第
４
号
】
南
島
原
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て


